
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・村学力調査の問題内容では，「漢字を読む」の目標値 60％に対して，校内正答率 28.6％だった。 

・村学力調査の問題内容では，「紹介する文章を書く」の目標値 65％に対して，校内正答率 14.3％だ 

った。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・「漢字を読む」については，令和４年度に当該の授業改善推進プランが作成されていない。 

・「紹介する文章を書く」については，令和４年度に当該の授業改善推進プランが作成されていない。 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・「漢字を読む」については，小学校及び中学校の漢字の復習を計画的に行っている。 

・「紹介する文章を書く」については，表現活動を計画的に行っている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①漢字を読むことに関する習熟度を計画的に確認

し，個別支援の充実を図る。 

 

 

②紹介する文章を書く習熟度を計画的に確認し，個

別最適な支援を実践する。 

 

＜検証方法＞ 

❶２学期の授業で，「漢字を読む」の問題項目の正答

率が，１学期を上回っているか確認する。 

 

 

❷２学期の授業で，「紹介する文章を書く」の問題項

目の正答率が，１学期を上回っているか確認する。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

 「漢字を読む」の問題項目の正答率が 62.8％と１

学期を上回った。 

＜課題＞ 

 「紹介する文章を書く」の問題項目の学習活動を計

画的に確認することに課題が残った。また，生徒によ

り各領域の身に付けたい力にばらつきがあり，個別

支援の充実に課題が残った。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

 文章を書く活動の中で「紹介する文章」を適宜取り

上げ，習熟度を確認する。また，漢字を読むことや書

くことについては継続して取り組み，確実な定着を

目指す。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿 

漢字や文章を書くことに対する意欲が，らせん的に学力向上に結び付く生徒。 

 

  



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 社会科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 
 

知識を活用した表現力の向上  
 

例１ 全国平均を少し下回り，課題があるといえる。前年度は歴史の領域に関して課題があった

が全国平均と同程度になっている。 

（令和６年度 小笠原村学力調査の結果 参照） 

  例２ 令和６年度本校教科アンケート 「この教科の学習内容について，現在どの程度理解をし

ていますか」について，「あてはまる」「だいたいあてはまる」 約８５％ （７名中 ６名） 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 
 

「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するためには，まず『わからなくてはいけない』

（令和４年度本校教科アンケート結果より）よって，『わかる』ための工夫を以下に記す。 

  ①毎授業ごとの自己評価を実施。小項目ごとに理解度を記述させ，指導者から必ずフィードバッ

クを行っている。 

  ②知識理解を高めるためにワークブックを利用した反復学習を行っている。なお，その際には丁

寧に個別指導を実施し，「わかる」まで指導を行っている。 

   これらの指導・工夫を継続することで，社会科における基本的な知識理解が得られる（網羅でき

る）と考える 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 
 

  上記１における例１・２にもあるように，生徒はある一定分野の課題を残しながらも『分かってき 

ている』。 今年度は，社会科として重要視している，多面的・多角的な深い学びを得られる授業 

構成により，表現力を伸長させていく。（この表現力を『できる』力と定義する）以下，方策に記す。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①小単元ごとに表現力を育成するパフォーマンス

課題を設定する。また都度適切なサポートを実

施する。 
 

②後期授業評価アンケートを実施する。 

＜検証方法＞ 

❶課題の評価（第二観点 Ａ～Ｃ以下）について，

全課題・全生徒の評価平均の結果分析 

 （目標値は平均値Ｂ以上） 
 

➋後期授業評価アンケートの結果分析 

（目標値は，理解度Ａ【あてはまる】 Ｂ【だい

たいあてはまる】１００％） 

４．検証結果(成果と課題)  

①平均値Ｂ以上。目標値を達成した。 

 個別支援の方法が課題として残る。 

②結果Ｂ 目標値を達成した。 

 目標値を達成した一方，Ａには届かなかった。 

 授業中において知識理解の向上を図りたい。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

パフォーマンス課題における第二観点評価の向

上に向け，多角的に学ぶことができるような工夫

を授業において行う。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する生徒の姿 

高等学校という多面的・多角的な意見を得られる環境において，中学校での学びを活用しながら自ら

の考えを堂々と発表している姿。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 数学科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

３年生数学を見ると，全国平均を下回っており課題がある。特に証明の内容については問題文を読むという

苦手意識もあり正答率が低い。しかし前年度の課題であったデータの活用の領域については全国平均とほぼ

同程度となっている。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・小学校での既習内容の計算ミス（小数，分数など） が全般的に目立つ。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・「展開・因数分解」の単元において，記述しながらの演習の前にクイズ形式での理解を促す計算トレーニン

グ。 

・関数の単元で ICT機器を活用した教え合い活動。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①過去の既習内容の苦手意識を取り除き，間違えたこ

とを隠さず確認していくことで，主体的に学習に取

り組む態度を育成する。 

②自分の考えをまとめ，クラスメイトに共有すること

で深く理解する。 

 

＜検証方法＞ 

❶小テスト 

実施前と後に行い，定着度を確認する。 

 

❷ICT機器を用いた発表 

発表の際に注意するポイントの説明も行うように

設定する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞問題の意図の読み取りなど，理解が高まり，

ミスを減らすことができた。 

＜課題＞多数の単元を含む複合問題で混乱すること

が多少あることが課題である。 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留意

すべき事項 

複合問題では既習事項を整理し，公式や知識を正し

く 

使う。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する生徒の姿 

中学校で習った知識を正しく使い問題解決に取り組む姿。  

 

 

  



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 理科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

令和６年度村学力調査結果より，次のことが挙げられる。 

・「電流の正体」の正答率は 11.1％，「植物のからだとつくり」における光合成の出入り正答率は 0％

と突出して低かった。 

・図，表，グラフ等の資料を読み取る問いに関しては，この単元のみならず全般的に課題が見られる。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・「電流と磁界」の校内平均正答率が 33.3%であり，目標値 43.3%および全国平均 38.6%よりも低い。ま

た，「電流の性質」の校内平均正答率が 0.0%であり，目標値 40.0%および全国平均 10.2%よりも低い。

電流。電力量などをグラフから値を読み取りながら導出する問いに課題がある。 

・会話文やまとめられた図，表，グラフ等の資料を読み取る問いに関しては，この単元のみならず全般

的に課題が見られる。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・「植物のからだのつくりとはたらき」は中学校１年生，「電流の正体」は中学校２年生で学習してい

る。復習として，３年間の復習教材を個々の能力に応じ補充する。 

・高校入試対策問題から思考・応用する問題演習に取り組むことで，図，表，グラフ等の資料を読み取

る力を身に付ける。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①３年間の復習教材を個々の能力に応じ補充す

る。 

②高校入試対策問題から思考・応用する問題演習

に取り組むことで，活用を身に付ける。 

＜検証方法＞ 

❶年間２回の授業評価アンケートの実施内容を分

析する。 

❷年間１５回程度の小テストと年間４回の定期考

査を実施した内容を分析する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・実験を例とした文章問題から図，表，グラフを読み

取り，読解力と表現力を高めることができた。 

・入試対策の形式にも慣れ，知識を活用する力を身

に付けることができた。 

＜課題＞ 

身に付けた知識を活用し，理科的の専門的な用語 

を用いて説明する力に課題が見られた。 

 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

 

基礎知識を身に付け，内容に対する自分の考えや

科学的根拠に基づいてディベートを行うなど，言語

活動の機会を設定することで知識の定着を図る。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する生徒の姿 

自然事物・事象に興味をもち，専門的な知識の向上にむけて意欲的に学習できる生徒。 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

 授業評価アンケートの興味・関心の部分に関しては全員Ａの当てはまるとなっており，２年前・１ 

年前と比較すると改善されつつある。しかし，理解度の項目についてはＡ28％，Ｂ57％，Ｃ14％と 

なっており，注視しなければならない項目である。ただし，教師から見て理解しているように見取っ 

ている生徒も複数人いるが，自分の考えを文章で表す力や相手に伝える力など総合的にみると，自信 

がもてないでいるようである。 

 また，技能力を向上する面では興味・関心は高いが，「これくらいでいい」と決めてしまい，欲を 

もたずに行動する面があり，もったいないと感じている。なんでもすぐにできてしまうため，反復 

することや復習すること，極めようという意識が薄いことが考えられ，課題であると言える。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・音楽は難しいものと思い，「わかるはず」のことを「わかろうとしない」姿勢になってしまう。 

→教師の設定する目標に対しては「わかる」姿勢になった。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

昨年度から継続して，東京都の創作コンクールに応募予定である。自分たちを全く知らない審査員

の評価により，自信が付いたため今年度も継続していく。創作に関しては第３者からの価値付けもあ

り，自信をもって取り組んでいるが，その他の歌唱・器楽の領域においては「さらに高みを目指す」

という意識にも関連するので，個人活動やグループ活動内での取り組みにおいて，表現したことに対

して適切なタイミングを見計らいながら，価値付けをし，「できる」を体感するように取り組んでい

る。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①ドリルを実施する。 

 

②アンケートを実施する。 

 

③期末考査の分析を行う。 

＜検証方法＞ 

❶フォームを使ったドリルを実施し，授業に対する 

理解の定着を確認する。 

❷フォームを使ったアンケートの分析し，授業改善 

に生かす。 

❸期末考査の分析を実施し，ドリル作成や授業改善 

に生かす。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

 歌唱に関しては「このように歌いたい」というイメ

ージをもって取り組み、根拠をもって自分の思いを

説明することができた。創作活動についてもここを

よくするにはどうしたらよいのか？と積極的に質問

する生徒も増えた。 

＜課題＞ 

 「これでいいのか？」と疑問をもちながら自信がな

く、取り組んでしまうことがある。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

 音楽以外の芸術にも関心が高いため、他教科と関

連付けた取り組みが必要である。 

 根拠をもって説明したことに対して教師が価値

付けをし、自信をもたせることが必要である。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する生徒の姿 

  音楽の枠にとらわれず、様々な芸術に親しむ生徒 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 美術科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

同年代と比較すると造形分野においてこれまで積んできた経験値が比較的高く，優れた技能を発揮

できる生徒もいるが，全体的に主体性や自己調整能力が磨かれておらず，ポテンシャル頼りで力を持

て余している生徒が多い。より汎用的な課題解決の力を磨き，めまぐるしく移り変わる社会の中で生

き抜くための力が伸びていくとよい。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】授業への興味・関心は高い（ここ３年間の結果より）が，学習内容の確実な定着については，

少し課題がみられると思われる。 

【改善策】思考・判断・表現に関する出題において，主題の生成や客観的に作品を批評する見方や考え

方（美術科の場合は，感じ方）を定着させていく。美術科の学習におけるメタ認知能力を高めるため

に，パフォーマンス課題に取り組ませることで，主体的な学びを深められるようにしていく。 

【評価】趣味などで造形活動において積んできた経験値に対して自負が感じられる生徒が半数いるた

め，新しく教えられることに対して受け身でいることへの拒絶反応が少なくない。ファインアートや

自己表現を楽しめる良さをもっているが，多角的・多面的な視点や工芸・デザインの考え方が欠けてい

るように感じられる。多くの場面で主観的な思考回路が占めているため，課題解決の視点で自分がで

きることとやるべきこと，できないこと，できるように努力するべきこと，などを感情と切り分けて整

理しながら取り組めるよう，題材の組み立てとファシリテーションの改善が必要である。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・作品制作の中間発表とグループでの鑑賞活動を継続して行い，協働的な学びの場を設けて多面的・多

角的な視点で思考する経験を増やしている。 

・題材ごとの導入を丁寧に行い，スモールステップの設定と毎時の目標を細分化している。また，振り

返りワークシートを用いて目標の達成に対する自己評価を行い，次回の自分に向けての覚え書きを残

すなど，主体的に取り組みを継続できるようフィードバックも充実させながらルーティンを作り，こ

まめなリマインドを欠かさないようにしている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①年間２回授業評価アンケートを実施する。 

②授業ごとの振り返りや題材ごとのまとめの活動を

充実させる。 

＜検証方法＞ 

❶年間２回の授業評価アンケートの実施内容分析。 

❷振り返りワークシートのフィードバックを行い，

自己評価を継続して比較する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・それぞれが課題解決の過程で技能の向上を実感し，

達成感や自己肯定を得ることができた。 

＜課題＞ 

・よりよいものを生み出そうという向上心がないわ

けではないが，そのための計画性や自己管理能力

が培いきれていないことで成果に結びつかないこ

とが課題である。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・より広く深い知識を身に付けたり技能を向上させ

たりすることに意欲的に取り組めるような題材や導

入の工夫を凝らす。 

・他教科とも共通する計画や進捗に対する意識の持

ち方や目標達成に向けた自己管理の能力を磨ける

ような指導が必要。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

 よりよい表現を目指す中で自分自身をメタ認知し，探求心をもって自己の向上に励む生徒 

 



 

 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 保健体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

授業評価アンケートの結果より，「教科の関心を高められているか」という質問について，全生徒が

肯定的にとらえている。一方で，「内容を理解しているか」という質問について，「あてはまる」と回

答した生徒は 28.6％にとどまっている。学習理解のための基本的な支援方法を，当該学年含め行っ

ていく必要があると考える。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・体力やコーディネーション能力の向上を目的とした補強運動を設定し，年間を通して授業の導入部

分で実践している。 

・学習カードや ICT機器を活用し，運動のポイントが視覚的にわかりやすいように工夫している。 

・体力の違いや技能に応じて，ルールの緩和を行い，全員がゲームに参加できるようにしている。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・技能の習得に繋がる補強運動を設定し，単元に応じた技能の習得を目指す。 

・練習時間をできるだけ確保できるように，学ぶ内容の全体像や授業の流れを示している。 

・練習内容やチーム編成，ルールの決定を合意形成の視点をもって取り組ませる。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①年間２回の授業評価アンケートの実施をする。 

 

②単元の全体像や学ぶ内容の重要事項，前時との関

係性がわかるように板書やワークシート，スライ

ドを活用する。 

 

＜検証方法＞ 

❶年間２回の授業評価アンケートの実施内容分析 

 

❷スプレットシートで授業内容の理解度を確認・

分析 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・後期授業評価アンケートの結果より，「興味・関心

を高めている」という生徒が９割を占め，主体的な

学びを促すことができた。 

・スプレッドシートと紙ベースの学習カードの併用

により，授業も活発化し相乗効果となった。 

 

＜課題＞ 

・運動部引退後や受験期の運動不足を解消するため

に、実生活で活かすことができる学びを進めてい

く必要がある。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・主体的に学び，健康や運動についての関心を高め

ることができている。継続的に指導をすることで，

日常的に健康について考えたり運動に取り組んだ

りする実践意欲を育てていく。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

 心と体を一体として捉え，豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を

図るための資質・能力を伸ばせる生徒。 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 技術科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・学習における課題設定と，振り返りを習慣化させることが求められる。 

・実践的・体験的な学習活動では，全ての生徒が意欲的に取り組んでいるが，知識・技能の観点で差が出て

くる生徒がいる。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・プリント教材を用意し，毎時間の授業の振り返りを家庭でできるようにする。 

・作業に遅れがある生徒には，コンピュータの操作方法を実演・助言を行い，進度をそろえる。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・学習振り返りシートを用意し，毎時間の授業の振り返りに教師がコメントを返し，授業の理解度を深める。 

・プログラム作成の手順を示した支援プリントを活用し，得意な生徒は自力で課題を解決し，苦手な生徒に

は操作の師範・支援を通して技能・知識を向上させ，授業の進度をそろえる。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①学習の理解度が本人にフィードバックされるよう

に振り返りシートに記入させ，適切な支援を行う。 

②ノートやワークシートで課題に気付き，解決でき

る能力を身に付けさせる。 

＜検証方法＞ 

❶課題，考査，授業評価アンケート 

 

❷課題，考査，授業評価アンケート 

 

４．検証結果(成果と課題)  

・振り返りシートのフィードバッグにより、生徒の

記述がより技術的な根拠をもとに表現できるよう

になった。 

＜課題＞ 

・「新しい技術の活用」などの広いテーマの学習で

は，事故の課題を発見し自ら調整しながら解決す

る流れの構築に課題があった。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・高校の情報での接続を図れるように，情報に関する

技術を行っているので，プログラミング的思考方

法や、情報技術の適切な取り扱いについての手法

について、学習を進める。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する生徒の姿 

技術に込められた意図や願いを踏まえ，技術的な根拠を基に他者と協働しながら課題解決に取り組むことが

できる生徒 

 

  



 

 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 家庭科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

  

・自身の考えや意見を相手に分かりやすく伝えられるような言葉や文章等で表現できる生徒が少ない。 

・既習事項をもとに課題の意図ついて考え，取り組もうとする生徒が少ない。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

「既習事項を実生活と結び付けて考えること」や「グラフの読み取りや自身の考えについて根拠を

もとに具体的に表現したり，自身の生活をよりよく改善しようとしたりすること」が課題として挙げ

られる。その授業改善策として，授業の導入として前時の復習スライドを活用しながら基礎的な知識

の定着を促したり，動画を活用して具体的なイメージをもたせやすくすることで実生活と結び付けて

理解を深めさせたりすることで，既習事項を実生活と結び付けて考えようとする生徒が増えたようで

ある。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・ＩＣＴ機器を使用した振り返りシートを活用し，基礎的な知識と実生活での結び付きに注目させな

がら，振り返ることができるように教師がコメントを返す。 

・既習事項をもとに，自身の考えをまとめて表現する課題や，グループワークなどを通して内容の理解

を深められるように指導していく。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①既習事項を活用しながら，自身の生活と結び付け

て考えられるような課題を出し，生徒それぞれに

応じた適切な支援を行う。 

②自身の考えや意見を表現する活動や機会を授業や

課題等を通して増やしていく。 

 

＜検証方法＞ 

❶授業内での課題や実習記録,年間２回の授業評価

アンケート,年間３回の定期考査 

 

❷授業内での課題や実習記録,年間２回の授業評価

アンケート，年間３回の定期考査 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

①既習事項を踏まえて、課題や授業に取り組む姿が

見られた。 

②課題や授業、振り返りを通して自身の意見や考え

について既習事項を活用しながら表現することが

できた。（課題、授業観察、振り返りシート等より） 

＜課題＞ 

・自身の生活をよりよく改善しようとする生徒が少

ない。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

 

・既習事項を活用し、自身の生活に結び付けて考え、 

よりよく改善しようという意識を高めるために、

日常的な話題として授業内外で取り上げる。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

 ・既習事項を活用した上で、自身の生活をよりよく改善しようとする生徒。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 英語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・「読むこと」の領域におけるクラス平均正答率が 54.1％と全国に比べ，5.4％低く，特に「さまざま 

な英文の読み取り」に関する問題のクラス平均正答率が 35.7％で，全国平均より，19.3％下回って 

いる。 

・「場面に応じて書く英作文」のクラス平均正答率は 0.0％で全国平均に比べ，13.5％下回っている。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和 4年度の授業改善推進プランにおいて，「読むこと」に関する記載なし。 

・令和 4年度の授業改善推進プランにおいて，「書くこと」の記載 

【課題】 

令和４年度前期授業評価アンケートでは，「もっと英語を聞き取れるようになりたい。」 「書くこと 

があまりできないのでもっと書けるようにしたい。」など，「聞くこと」及び「書くこと」に関する記  

述が複数見られた。このことから，「音声」（『学習指導要領』2-2(1)ア）および「語，連語及び慣用 

表現」（同 2-2(1)ウ）に課題がみられると考えられる。 

【改善策】学習した語句を確実に身に付けられるよう，教科書１セクションごとに小テストを行う。 

【評価】（成果）小テストを通して，日々の学習への意識付けができた。 

【評価】（課題）小テストで正答できた語句でも，「読むこと」や「書くこと」の活動でうまく活用でき

ない場面も見られた。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・読む活動の際に，文法事項を踏まえた読解を行い，長文を読む際の「知識・技能」定着を図る。 

・英語で理解し，条件を満たした英語を書ける「思考・判断・表現力」を養う。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

① 教科書内容を読む際に，代名詞の内容理解，ス

ラッシュリーディングなど，読み方を指導し，

自主的に読む学習ができるよう支援する。 

② 教科書内容の学習後，英問英答を行い，本文か

ら表現方法や内容を得て，英語で答える学習

を重ねる。 

＜検証方法＞ 

❶年間 7 回の単元テスト，年間 4 回の定期考査の

結果分析。 

 

❷年間 7 回の単元テスト，年間 4 回の定期考査の

結果分析。パフォーマンステスト。 

 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・読む活動に重点を置くことで，語句のまとまりを

捉える力を高めることができた。 

＜課題＞ 

・自身の意見を，学んだ表現を活用して英語で伝え

る力に課題がある。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・学んだ表現を実践的に活用できる領域間の統合的

な言語活動の場を設ける。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

 学んだ表現方法や語彙を，読解を通して定着させ，書くことにおいて活用ができる生徒。 

 


